
考古学と武蔵武士（追刊）/東松山市
金蔵院宝篋印塔

　　　金蔵院毘沙門堂の山門が見える







金蔵院山門左側の宝篋印塔（1373年造立）



笠と塔身が二つずつあることから「二重式宝篋印塔」と呼ばれる















沢山の板碑もある





　　　ここをまっすぐに進んだ畑の中にメインの宝篋印塔がる





　　これが伝大串次郎重親の二重式宝篋印塔（1376年造立）











　　　　さて、元に戻ってこれは山門





山門から見る本堂





　　　武蔵武士ゆかりの寺院の一つである







　　　　境内にはこんな祠もあった



　　　唐破風のスタイル
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